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金
山
町
で
は
、
昨
年
１
年
間
で
火
災
が
１
件
、
人
員
捜
索
が
３

件
発
生
し
ま
し
た
。
広
大
な
面
積
の
金
山
町
で
火
災
現
場
に
素
早

く
駆
け
つ
け
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
会
津
坂
下
消
防
署
金

山
出
張
所
に
加
え
、
町
内
計
27
班
の
消
防
団
の
力
も
必
要
で
す
。

今
回
は
、
消
防
団
の
役
割
や
、
団
員
の
思
い
を
と
お
し
て
、
地
域
の

安
全
を
守
る
消
防
団
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　

各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
非

常
備
の
消
防
組
織
が
『
消
防

団
』
で
す
。
消
防
団
は
火
災
の

際
の
消
火
活
動
、
自
然
災
害
へ

の
対
応
や
人
員
捜
索
、
防
災
活

動
な
ど
多
く
に
及
び
ま
す
。

　

火
災
な
ど
に
備
え
、
日
頃
か

ら
訓
練
を
し
、
有
事
の
際
に
は

い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付
け
、

火
災
や
人
員
捜
索
な
ど
に
対
応

し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
火
災

で
は
、
消
火
後
も
再
出
火
な
ど

に
備
え
現
場
監
視
し
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
一
番
近
く
で
地

域
・
町
民
を
見
守
り
、
地
域
防

災
の
要
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
へ
火
災
に
よ
る
通
報

町の『笑顔』を　　　　
　　　　守りたいから。

消
防
団
と
は

地
域
を
支
え
る
消
防
団
員

が
あ
る
と
、
防
災
無
線
な
ど
で

消
防
団
員
へ
火
災
発
生
の
連
絡

が
入
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
、

消
防
団
員
は
現
場
へ
急
行
し
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
消
防
団
員
は

普
段
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
や
家

庭
を
持
つ
一
般
町
民
で
す
。
そ

れ
で
も
、「
こ
の
金
山
町
の
安

全
と
安
心
に
少
し
で
も
尽
力
し

た
い
。
家
族
や
地
域
住
民
の
笑

顔
を
守
り
た
い
。」
と
い
う
思

い
か
ら
火
災
や
自
然
災
害
な
ど

に
備
え
た
訓
練
を
行
い
、
い
ざ

と
い
う
時
に
は
自
宅
か
ら
現
場

に
急
行
し
消
火
活
動
や
被
災
対

応
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
日
頃
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
消
防
団
の
活
動
に
目
を

向
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
何
か
不
安
な
こ
と

や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
守
る
消
防
団
員

2広報かねやま　28.7.10



火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

伝
え
た
い
消
防
団
員
の
熱
い
心

　

地
域
の
防
災
や
安
全
を
見
守

る
消
防
団
員
は
、
日
頃
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
代
表
し
て
３

名
の
消
防
団
員
の
方
に
色
紙
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
訓
練
指
導
員

�

横
田
　
俊
道
　
　

　
　
第
2
分
団
　
部
長

�

渡
部
　
拓
弥
　
　

　
　
第
1
分
団
　
団
員

�

栗
田
　
健
司
　
　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

防
火
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
の
際
に
は
消
防
署
や
消

防
団
が
駆
け
付
け
て
消
火
活
動

を
行
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
火
事

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
普

段
か
ら
火
災
を
防
ぐ
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い

②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

③
油
を
使
う
と
き
は
、
そ
の
場

か
ら
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
時
は
た
き
火
を
し

な
い

⑤
電
気
機
器
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い

普
段
か
ら
で
き
る
対
策

①
就
寝
前
・
外
出
前
に
は
必
ず

火
元
確
認

②
火
元
か
ら
離
れ
る
場
合
は
消

し
て
か
ら
離
れ
る

③
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
の
部
屋
は
一
階
に
し
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
日
頃

か
ら
作
っ
て
お
く

　

７
月
31
日
（
日
）、
会
津
坂

下
町
の
鶴
沼
球
場
駐
車
場
に
お

い
て
、
第
40
回
福
島
県
消
防
操

法
大
会
両
沼
地
方
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
消
防
操
法

大
会
は
、
基
本
的
な
操
作
の
習

得
を
目
指
す
こ
と
や
、
実
際
の

福
島
県
消
防
操
法
大
会

�

両
沼
地
方
予
選
会
　
開
催

火
災
で
混
乱
し
が
ち
な
現
場
に

お
い
て
、
正
確
な
ポ
ン
プ
操
法

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
大
会
に
向
け
毎
日
練

習
を
行
っ
て
い
る
出
場
選
手
を

紹
介
し
ま
す
。

右
か
ら

　

五
ノ
井
綱
一
さ
ん
（
川
口
班
）

　

緑
川　

茂
一
さ
ん
（
川
口
班
）

　

若
林　

博
志
さ
ん
（
川
口
班
）

　

大
谷　

周
平
さ
ん
（
川
口
班
）

　

丹
治　

克
弥
さ
ん
（
川
口
班
）

　

栗
田　

健
司
さ
ん
（
川
口
班
）

右
か
ら

　

滝
沢　

俊
幸
さ
ん
（
滝
沢
班
）

　

齋
藤　
　

輝
さ
ん
（
越
川
班
）

　

諏
佐　

雅
樹
さ
ん
（
大
塩
班
）

　

馬
場　

和
也
さ
ん
（
横
田
班
）

　

若
月　

将
平
さ
ん
（
滝
沢
班
）

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
　
出
場

小
型
ポ
ン
プ
の
部
　
出
場

選
手
の
み
な
さ
ん
︑
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

選
手
の
み
な
さ
ん
︑
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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完成までもう少し　最後の盛り付け

最後の一打をみんなで見守ります「入れ―」

グラウンドゴルフとだんごづくり
横田小学校　わくわく交流会
　６月２１日、横田小学校においてグラウンド
ゴルフとだんごづくりの２班に分かれ、わくわ
く交流会が行われました。保護者のほか、こま
どり学級生も参加し、ボールの行方に一喜一憂
しながら汗を流し、グラウンドゴルフを楽しみ
ました。

金山小学校児童
かねやまホーム慰問

慎重に隣りへ渡します『お手玉渡し』

これからの可能性について語る藻谷さん

少子高齢化歯止めのヒントを探る
藻
も

谷
た に

浩
こ う

介
す け

氏講演会

　金山小学校の５・６年生は６月９日、かねやま
ホームを慰問しました。はじめに、児童によるよ
さこいの発表が行われました。元気に声を出しな
がら踊る児童を見て、利用者の方からは拍手が送
られました。
　次に３つのグループに分かれ、風船バレーや児
童が考えてきた紙芝居、お手玉渡し、ミニボーリ
ングを通して交流が図られました。利用者の方か
らは、「みなさんと遊ぶことができ、楽しかった
です。また来年も来てください」と御礼の言葉が
あり、笑顔溢れる楽しい時間となりました。

　６月８日に御神楽館で金山町観光物産協会の
主催で、『～里山資本主義に学ぶ～奥会津・田
舎としての可能性』藻

も

谷
たに

浩
こう

介
すけ

氏講演会が行われ
ました。日本総合研究所首席研究員の藻谷さん
は、平成１２年頃より、地域復興や人口成熟問
題に関し研究・著作・演説を精力的に行ってい
ます。
　講演会では、金山町の現状を知り少子高齢化
をどうすれば止めることができるのかや、奥会
津の魅力についての講演がありました。町内だ
けでなく町外からも多くの方に参加をいただ
き、実りある講演会となりました。

　だんごづくりでは、白玉粉に豆腐を混ぜ込
み、時間が経っても固くならず、もちもち感が
続くだんごを作りました。完成しただんごを食
べた児童や保護者からは、「もちもちでおいし
い」や「豆腐を使っているから体にも良さそう」
と大変好評でした。
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昔を思い出し
かねやまホームで笹巻きづくり
　６月２３日、かねやまホームで利用者の方に
よる笹巻きづくりが行われました。はじめは、
職員やボランティアの方に作り方を教わりなが
らの作業となりましたが、手順を思い出すと
次々と笹巻きを作り上げました。
　たくさんできた笹巻きを見て、利用者の方か
らは「早く食べたいなぁ」「食べるのが楽しみ
だぁ」と話していました。その後、茹で上げら
れ、その日の夕食で食べられました。

　７月は社会を明るくする運動の強調月間にな
っています。社会を明るくする運動はすべての
国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人の改
善更生について理解を深め、犯罪や非行のない
地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　金山町では７月４日に保護司会や人権擁護委
員が中心となり、街頭や各事業所等に訪問して
の広報活動を行いました。町民がお互いを思い
やる気持ちを持って、明るい社会を築いていき
ましょう。

「いいあんべぃにできたぞー」と記念撮影

模型で災害発生の仕組みについて学びました

優勝を喜ぶ選手たち（家庭バレーボール）

川口駅前で只見線利用者に呼びかけました

防災について学ぼう
横田小学校で出前講座

社会を明るくする運動
みんなでつくる明るい社会

熱戦繰り広げられた
県民スポーツ両沼大会

　６月２８日、横田小学校で防災に関する知識
を深める出前講座が開かれました。会津若松建
設事務所と福島県砂防ボランティア協会の方々
が講師を務め、始めに土砂災害に関するＤＶＤ
で災害発生時の防災知識を深めました。その
後、模型を使い土砂災害発生の仕組みについて
学びました。
　最後に児童から「今日学んだことを家族と話
して、災害が起きたときに活かしたい」と御礼
の言葉がありました。

　７月３日、会津坂下町で県民スポーツ大会の
両沼大会が行われました。金山町からは壮年ソ
フトボール、卓球、家庭バレーボールの３種目
に参加し、それぞれの競技で熱戦が繰り広げら
れました。
　卓球では日頃の練習の成果を発揮しました
が、惜しくも会津大会の切符を手にすることは
できませんでした。家庭バレーボールでは接戦
をものにし、優勝しました。壮年ソフトボール
は雨のため順延となり、７月１７日に会津坂下
町で試合が行われます。
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お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

案
　
　
　
内

募
　
　
集

　

平
成
28
年
度
金
山
町
成
人
式

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

8
月
15
日
（
月
）

▼
会
場

　

金
山
町
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

※
町
内
の
中
学
校
卒
業
者
に
は

通
知
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の

方
で
町
内
に
住
民
登
録
が
あ

る
方
は
中
央
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　
７
月
22
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

	

☎
54
︲
５
３
３
３

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
て
、
物

品
販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
一
定
の
事
業
を
営
ん
で
い

る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の

税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
年
税
額
を
８
月
（
第
１

期
分
）
と
11
月
（
第
２
期
分
）

の
２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合

に
は
、
８
月
（
第
１
期
分
）
に

今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

納期限は

8月1日
です

◦
固

定

資

産

税　
　

第
２
期

◦
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
２
期

◦
介

護

保

険

料　
　

第
２
期

◦
水

道

使

用

料　
　

７
月
分

★
7
月
★

▼
13
日（
水
）

　

は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

�

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
14
日（
木
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・

　

交
通
対
策
協
議

　

会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

午
前
８
時
３
０
分
～

�

大
塩
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
20
日（
水
）

　

運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
～

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
22
日（
金
）

　

西
部
三
町
村
水
泳
記
録
会

　

午
前
9
時
〜

�

金
山
小
学
校

★
8
月
★

▼
６
日（
土
）・７
日（
日
）

　

第
40
回
沼
沢
湖
水
ま
つ
り

�

沼
沢
湖
周
辺

▼
10
日（
水
）

　

行
政
相
談

　

午
前
10
時
～

�

役
場
１
階　

住
民
相
談
室

▼
25
日（
木
）・26
日（
金
）

　

第
38
回
職
域

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

午
後
６
時
30
分
～

�

金
山
中
学
校
校
庭

金
山
町
成
人
式

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

申
請
期
限
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て

相
談『
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
』

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

町
民
登
山
の
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請

期
限
が
７
月
21
日
（
木
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
４
月
に
申
請
書
等
の
書
類

を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

	

☎
54
︲
５
１
３
５

　

乳
幼
児
の
き
こ
え
や
こ
と
ば

の
不
安
、
悩
み
、
心
配
及
び
補

聴
器
や
人
工
内
耳
の
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　

聾
学
校
会
津
分
校
内

　
「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

▼
費
用
…
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
県
立
聾
学
校
会
津
分
校

☎
０
２
４
２
︲
22
︲
１
２
８
６

　

毎
年
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
町
民
登
山
を
今

年
も
行
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
方
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
を

対
象
に
し
た
楽
し
い
山
登
り
で

す
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▼
日
時　
８
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

山
の
日
（
祝
日
）

▼
場
所　
南
会
津
町　

七な
な
つ
が
た
け

ヶ
岳

▼
交
通
機
関　
バ
ス
利
用

▼
参
加
料
金

　

大
人　
　
　
　

千
円

　

中
学
生
以
下　

五
百
円

▼
申
込
期
限　
７
月
21
日
（
木
）

▼
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど

参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

　
�

中
央
公
民
館

	

☎
54
︲
５
３
６
１

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

便
利
な
口
座
振
替
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
５
１
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消
防
職
員
募
集

自
衛
官
募
集

町
職
員
募
集

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
で
は
、
来
年
採
用

予
定
の
消
防
職
員
。
技
術
職

（
建
築
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

○
消
防
職
員　
　
　

３
名
程
度

○
技
術
職
（
建
築
）
１
名
程
度

▼
受
験
資
格

　

・
消
防
職
員

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力 

　

自
衛
隊
で
は
、
平
成
28
年
度

自
衛
官
等
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

　

①
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

　

②
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

　

③
航
空
学
生
（
男
女
）

▼
対
象
年
齢

　

①
・
②
の
対
象
年
齢

　
　
　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

③
の
対
象
年
齢

　
　

高
等
学
校
卒
（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　
　

21
歳
未
満

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

〜
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

千
葉
県
佐
倉
市
の

　

金
澤　

豊
さ
ん
よ
り
三
万
円

⃝
神
奈
川
県
横
浜
市
の

　

大
友
純
一
さ
ん
よ
り
五
千
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
１
名
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
や
少

子
化
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給

者
証
は
、
７
月
末
が
有
効
期

限
で
す
。
８
月
か
ら
有
効
と

な
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
、
７
月
下
旬
に
区
長
様
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　

古
い
高
齢
受
給
者
証
は
、

役
場
住
民
課
、
横
田
出
張

所
、
国
保
診
療
所
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
受
給
者
証
は
、
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
を
示

す
も
の
で
す
。
国
保
保
険

　

県
で
は
、
県
民
一
人
一
人

の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
・
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
ぐ

る
み
で
交
通
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
の

た
め
、
安
全
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
期
間

　

７
月
16
日
（
土
）
か
ら

　

平
成
29
年
度
町
職
員
採
用
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務
（
高
校
卒
程
度
）

�
【
若
干
名
】

▼
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

　

※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

▼
第
一
次
試
験
日

　

９
月
18
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　

県
立
坂
下
高
等
学
校

▼
受
付
期
間

　

７
月
14
日
（
木
）
か
ら

　

８
月
12
日
（
金
）
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

	

☎
54
︲
５
２
２
２

▼
受
付
期
間

　

7
月
１
日
（
月
）
か
ら

　

９
月
８
日
（
木
）
ま
で

　

試
験
期
日
や
場
所
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
６
７
２
４

を
有
す
る
方
で
、
平
成
元
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

・
技
術
職

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
で
、
昭
和
56
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
受
付
期
間

　

７
月
13
日
（
水
）
か
ら

　

８
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

試
験
期
日
や
場
所
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

　

圏
整
備
組
合
消
防
本
部
総
務

　

課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
２
︲
24
︲
６
３
１
１

⃝

会
津
若
松
市
の

　

加
藤　

廣
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
東
京
都
千
代
田
区
の

　

目
黒
ハ
ナ
子
さ
ん
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
面
の
充
実

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

証
と
一
緒
に
医
療
機
関
に

提
示
し
て
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

保
健
福
祉
係

�

☎
54
︲
５
１
３
５

　

７
月
25
日
（
月
）
ま
で
の

　

10
日
間

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
カ
チ
ッ
と
ね

　
　

ベ
ル
ト
が
守
る

�

そ
の
笑
顔
』

　

金
山
町
交
通
対
策
協
議
会

7 広報かねやま　28.7.10



後期高齢者医療被保険者証の更新
後期高齢者医療被保険者証の有効期限は、平成２８年７月３１日まで となっています。
８月１日以降に医療機関を受診される場合は、新しい保険証をご利用ください。

� ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

古
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

新しい被保険者証の
有効期限は

平成29年7月31日です。

医療機関での
窓口負担の割合です。

用紙の色は
「ピンク色」です。

●対　象　者：現在、後期高齢者医療保険証をお持ちの方
●更　新　日：平成２８年８月１日
●交 付 方 法：７月末までに各区長様を通じて交付されます。　
　※古い保険者証（オレンジ色）は、役場住民課、横田出張所、国保診療所へ返却してく

ださい。

　現在、『奥会津アドベンチャー　七福コレクションⅡ』を開催中です。
　このイベントは、奥会津７町村（柳津町・三島町・金山町・昭和村・只見町・南会津町・檜枝岐
村）の温泉地、グルメ、謎解き、体験の４種類から、各町村いずれか３つのスタンプを集めると、
オリジナルグッズを先着で贈呈します。
　また、ＪＲ只見線の会津柳津駅・会津宮下駅・会津川口駅・只見駅を巡り、いずれか３駅のスタ
ンプを集めるだけでも、先着でオリジナルグッズが進呈されます。

【開催期間　平成２９年２月２８日まで】
応募方法や詳しい内容については、下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ…只見川電源流域振興協議会（奥会津振興センター内）☎０２４１－４８－５５２５

新
し
い
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）

8広報かねやま　28.7.10



　

今
、
町
内
で
『
聞
き
歩
き
』

と
い
う
の
を
や
っ
て
い
ま
す
。

金
山
や
奥
会
津
の
各
地
域
、
各

世
代
ご
と
に
昔
の
こ
と
を
調
べ

て
照
ら
し
合
わ
せ
、
全
国
に
誇

る
地
域
の
宝
物
を
ま
だ
ま
だ
発

見
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
皆
さ
ん

が
子
ど
も
の
こ
ろ
や
っ
て
い
た

遊
び
、
お
や
つ
の
思
い
出
、
学

校
の
こ
と
、
昔
あ
っ
た
建
物
、

お
店
、
有
名
人
、
消
え
て
し
ま

っ
た
行
事
、
そ
し
て
地
域
の
伝

説
な
ど
な
ど
。
い
ろ
い
ろ
聞
い

た
中
で
、
オ
カ
ル
ト
好
き
の
僕

と
し
て
は
竹
と
お
盆
を
使
っ
て

や
る
「
こ
っ
く
り
さ
ん
」
の
独

特
の
や
り
方
が
衝
撃
で
し
た
。

今
後
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情

報
を
ま
と
め
あ
げ
、
12
月
頃
に

「
日
本
再
発
見
塾
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

さ
て
、
先
日
ご
案
内
い
た
し

ま
し
た
ギ
タ
ー
教
室
を
７
月
よ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

り
開
講
し
ま
す
！　

只
今
、
中

学
生
以
上
の
初
心
者
～
中
級
者

を
対
象
に
受
講
生
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
楽
器
の
技
術
は
人

生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
一
生

の
宝
物
で
す
。
今
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
受
講
料
を
全
額
、
只

見
線
応
援
募
金
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
他
詳
し

く
は
役
場
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

役
場
産
業
課
（
54
︲
５
３
２

７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

�

西に
し

脇わ
き　

　
優ま

さ
る　

新
規
イ
ベ
ン
ト
の

�

お
知
ら
せ

水
道
水

　
節
水
の
お
願
い

　

今
年
は
、
暖
冬
に
よ
り
積
雪

量
が
少
な
く
、
今
後
渇
水
に
よ

る
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
や
お
盆
を
迎
え

る
と
使
用
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
、
節

水
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
節
水
の
例

①
水
道
は
こ
ま
め
に
開
け
閉
め

す
る
。

・
蛇
口
を
開
け
っ
放
し
で
洗
い

物
な
ど
を
し
な
い
。

・
歯
磨
き
で
は
、
コ
ッ
プ
を
使

用
し
無
駄
に
水
を
流
さ
な
い
。

②
洗
濯
は
一
定
量
た
め
て
洗
う

・
少
量
で
頻
繁
に
洗
濯
す
る
と

約
１
７
０
ℓ
の
水
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
た

め
て
か
ら
行
う
と
約
１
０
０

ℓ
の
水
で
済
み
ま
す
。

③
水
道
水
で
の
洗
車
は
、
で
き

る
限
り
控
え
る
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

�

☎
54
︲
５
３
１
５

平
成
28
年
度
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
等
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
）や
、短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）を
し
て
い
る
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
方
の
食
費
及

び
居
住
費（
滞
在
費
）は
、
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
る『
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
証
』
を
提

示
す
る
こ
と
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
町
か
ら
更

金
山
史
談
第
25
号
発
行

　

こ
の
度
、
金
山
史
談
会
か
ら

「
金
山
史
談
第
25
号
」
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
方
が
研

究
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
１
冊
千
円
で
中
央
公
民

館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

�

☎
54
︲
５
３
６
１

新
申
請
の
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
新

規
で
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

申
請
書

②
同
意
書
（
金
融
機
関
に
預
貯

金
の
残
高
を
照
会
す
る
際
の

同
意
書
で
す
）

③
預
貯
金
等
の
金
額
が
わ
か
る

書
類
（
口
座
名
義
が
わ
か
る

部
分
と
申
請
日
か
ら
お
お
む

ね
２
ヶ
月
前
ま
で
の
残
高
等

の
写
し
）

※
本
人
及
び
配
偶
者
名
義
の
す
べ

て
の
預
貯
金
等
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
の
場
合

・
預
貯
金
等
の
合
計
が
単
身
で

一
千
万
円
、
夫
婦
で
二
千
万

円
を
超
え
る
場
合

※
な
お
、
平
成
28
年
８
月
か
ら

は
、
非
課
税
年
金
収
入
が
判

定
要
件
に
加
わ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

�

☎
54
︲
５
１
３
５

新しく発刊された
金山史談第25号
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みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう

　

８
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）、
沼
沢
湖
畔

に
お
い
て
沼
沢
湖
水
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
大
自
然
の
中

で
の
幻
想
的
な
花
火
大
会
や
、
大
迫
力
の
大
蛇

退
治
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
40
回

沼
沢
湖
水
ま
つ
り

主な内容
8月6日（土）13：00 ～ 21：00
●13：00～　いかだレース、クラフト体験
●14：00～　水上ゲーム、魚つかみ取り
　　　　　　カナディアンカヌー・和舟試乗会
　　　　　　ウォータースライダー
　　　　　　ツリークライミング
●15：00～　ステージショー
●17：00～　オープニングセレモニー
　　　　　　妖精の絵コンテスト表彰式
●18：00～　さくまひでき
　　　　　　フラダンスショー
●19：00～　Shimva（シンバ）コンサート
●20：00～　大蛇出現、花火大会、灯籠流し

8月7日（日）10：00 ～ 15：00
●10：00～　日本舞踊、各種体験コーナー
　　　　　　カナディアンカヌー・和舟試乗会
●11：00～　動物戦隊ジュウオウジャーショー
　　　　　　魚つかみ取り、ウォータースライダー
●13：00～　大蛇退治
●14：00～　フラダンスショー
●14：30～　動物戦隊ジュウオウジャーショー
●15：00～　フィナーレ

　 6 月11日、只見町の只見駅前において、ＪＲ只見
線利用促進実行委員会が主催する『只見線縁結び
LIVE』が開催されました。このイベントでは鉄道
好きで只見線も大好きなことで知られている俳優の
六角精児さんがライブを行いました。鉄道好きな芸
人であるダーリンハニー吉川さんが司会ということ
もあって、鉄道愛を全面に出したライブとなり、大
きく盛り上がりました。
　その後、只見駅に到着した列車と会津川口駅に向
かう只見線代行バスにも六角さん、吉川さんとイベ
ントの参加者で手を振る企画も行われました。会場
にはミニＳＬやふわふわトランポリンも出店してお
り、ゆるキャラのキハちゃん、ブナりん、金山町か
らもかぼまが参加し、鉄道ファンだけでなく家族連
れにも大盛況のまま閉幕しました。只見線を応援し
てくれている方がたくさんいることを再確認できる
イベントとなりました。

自身のバンドで歌う六角精児さん（中央）

ダーリンハニー吉川さんと記念撮影

参加者で只見線に手を振りました
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◎問い合わせ…極上の会津プロジェクト協議会（事務局／会津若松市観光課）
☎０２４２－３９－１２５１
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宮下病院だより宮下病院だより
～減塩チェックしてみましょう！～

栄養士の
つぶやき

　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
実施しています。
　６月２１日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値は１
００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横
田出張所で行っています。

　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合
わせください。

今月は検査測定がありませんでした。

◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）

　高血圧の予防には「減塩」が必要ですが、自分が「塩分を
摂り過ぎ？」かどうか、わからない方も多いと思います。そ
こで、下記表の『塩分チェック表』を活用して、塩分摂取量
の傾向を確認してみましょう。

〔塩分チェック表〕
①味噌汁は毎日２杯以上飲む
②梅干し、漬物は毎日かかさず食べる
③あじの干物や塩鮭などの味付け魚をよく食べる
④さつま揚げやちくわなどのねり製品をよく食べる
⑤ハムやソーセージをよく食べる
⑥１日１回はうどんやラーメンなどの麺類を食べる
⑦麺の汁は残さず全部飲む
⑧おかずには必ずしょう油をかける
⑨昼食はいつも外食やコンビニ弁当
⑩食事の量は人より多い

　①～⑩で８割あてはまる方は塩分を多
く、全てあてはまる方は、かなり多く摂取
しています。毎日の調理や食卓で、薄味や
減塩に少しずつ慣れ、減塩を実践していき
ましょう。

管理栄養士　小
お

野
の

　知
ち

恵
え

12広報かねやま　28.7.10



金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

☆DVDの貸し出しを始めました！
　～金山町中央公民館事業で開催したイベントのDVDです～

金山町の人口（ ７月 1日現在）

世 帯 数　１,１００世帯（＋　2）
人　　口　２,２１０人　（－　2）
　 男 　　１,０５４人　（＋　1）
　 女 　　１,１５６人　（－　３）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
６月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

佐　 　晴　男（８８歳）　沼　沢
中　丸　ア　キ（８９歳）　宮　崎
渡　部　優　子（７２歳）　上横田

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

　前回、「口臭の原因１」として口腔内の主な原因を
述べましたが、今回は全身的な口臭の原因として便秘
についてお話しします。便秘で口臭が発生する行程な
のですが、便が長く腸内に留まることで便が発酵腐敗
しガスが発生します。このガス（匂いの成分）は行き
場がないので腸から血管に移行しその匂い成分は血液
に運ばれて最終的に肺に到着します。ここでガス交換
が行われ、この時に吐く息に匂い成分が混入して肺か
らおならや便のような匂いの口臭が出るようになりま
す。
　これを解決するには便秘の解消しかありません。水
分をこまめにとったり、野菜や海藻などの食物繊維や
ヨーグルト・納豆などの発酵食品を頻繁に摂るように
心がけましょう。さらに歯ごたえのあるものを積極的
に摂り、噛む回数を増やすようにしましょう。また腹
筋や腸そのものが弱ることも便秘の一因になりますか
ら運動も欠かせません。頑固な便秘は口臭のみならず
様々な疾患の原因にも成りますから放置せずに医師の
指導を仰ぐことも大切です。

口臭の原因　その２
歯科医師　市川　公久

図 書 室 だ よ り
○新刊紹介

教団Ｘ／中村　文則　著（集英社）
　謎のカルト教団と革命の予感。自分の元から去った女性は、公安から身を隠す教団へ消えた。絶対的な
悪の教祖と４人の男女の運命が絡まり合い、やがて教団は暴走し、この国を根幹から揺さぶり始める。

一般向け

流／東山　彰良　著（東京創元社）
　偉大なる総統の死の直後、愛すべき祖父は何者かに殺された。歴史に刻まれた、一家の流浪と決断の軌
跡。台湾生まれ、日本育ち。超弩級の才能が、はじめて己の血を解き放つ！　友情と初恋。

一般向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）
○６月の公民館図書室利用状況 貸出冊数　６３冊（うち児童書　６冊）

ゆーママの簡単作りおき／（扶桑社ムック）
　人気料理ブロガー・ゆーママのレシピ集、第２弾。
　日本テレビ系『あのニュースで得する人損する人』に出演し、話題となったゆーママの冷凍保存テクニ
ックを１冊にまとめました。

一般向け
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町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

杉
落
葉
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
弾
み
か
な

	

目
　
黒
　
孝
　
子
（
横
　
田
）

直
会
や
卓
に
並
び
し
初
し
お
で

	

五
ノ
井
　
フ
　
ミ
（
川
　
口
）

惣
山
を
湖
面
に
浮
か
べ
柳
風

	

五
十
嵐
　
ミ
イ
子
（
川
　
口
）

草
刈
の
先
々
逃
げ
る
蛙
か
な

	

目
　
黒
　
隆
　
弥
（
宮
　
崎
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	

☎
54
︲
５
３
６
１

広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
　
六
月
句
会
　

す

　

今
月
の
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

は
、
４
月
に
川
口
高
校
校
長
に

着
任
さ
れ
た
長
島
雄
一
さ
ん

に
、
金
山
町
の
印
象
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

金
山
町
の
印
象

「
現
在
、
会
津
若
松
市
か
ら
通

勤
し
て
い
ま
す
が
、
金
山
町
の

風
景
に
日
々
癒
や
さ
れ
て
い
ま

す
。
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
、
豊
か
な
自
然
が
と
て
も

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
金
山
町
で
撮
影

さ
れ
た
、
椎
名
誠
さ
ん
の
『
あ

ひ
る
の
う
た
が
き
こ
え
て
く
る

よ
』
に
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
で
出

演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
と
縁
の
あ
る
金
山
町
の
川

口
高
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
い
で
す
」
と
金
山
町
の
印

象
に
つ
い
て
話
す
長
島
さ
ん
。

生
徒
に
伝
え
た
い
こ
と

「
川
口
高
校
の
生
徒
は
素
朴
で

素
直
な
生
徒
が
多
く
、
そ
の
素

直
さ
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
柔
軟

に
吸
収
す
る
力
に
な
り
ま
す
。

物
怖
じ
せ
ず
、
自
信
を
持
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
で
は
、
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
教
職
員
に
よ
る
個
別
指

導
や
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
る
就

お じ ゃ ま し ま

職
相
談
員
の
導
入
な
ど
、
生
徒

を
支
援
す
る
体
制
が
整
っ
て
い

ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
私
の

座
右
の
銘
『
努
力
す
る
者
に
の

み
チ
ャ
ン
ス
は
訪
れ
る
』
を
贈

り
た
い
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
は
自

分
で
つ
か
み
と
る
も
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
積
極
的
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

生
徒
へ
の
熱
い
思
い
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
川
口
高
校

「
受
験
指
導
の
一
種
で
、
一
流

講
師
を
招
き
授
業
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
学
習
会
や
、
授
業

の
中
で
奥
会
津
の
良
さ
を
知
る

『
奥
会
津
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
な
ど
を
行
い
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
今
後
も
行
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
川
口
高
校
は
金
山
町

を
含
む
近
隣
市
町
村
か
ら
は
、

多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
支
援
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
応
え
る

こ
と
が
本
校
の
責
任
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
地
域

に
貢
献
し
、活
躍
で
き
る
生
徒

が
増
え
る
こ
と
で
、そ
れ
が
地
域

への
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」と
今
後
の
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
話
す
長
島
さ
ん
で
し
た
。

福島県立川口高等学校　校長

長
な が

島
し ま

　雄
ゆ う

一
い ち

さん
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